別表第三十三号　伝送信号の構成(第40条第1項関係)
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注
1　数値の横のhはその数値が16進表記であることを示す。
2　電力の拡散信号は、別記1、インターリーブは、別記2によるものとする。
別記1　電力拡散信号
8パケットごとに反転された同期バイト(1バイトを8ビットとする。)の直後から、次の反転同期バイト直前のデータバイトまでの1503(188×8－1)バイトを1周期とし、次に示す図のようにX15＋X14＋1(15次M系列)により発生する擬似乱数符号系列を加算する。ただし、周期内の同期バイトには加算を行わない。この間、擬似乱数符号系列の加算は行わないが、擬似乱数符号系列の発生は継続するものとする。
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フレーム同期信号：B8(16進数表記)

データ入力(最上位ビットから)：
10111000
XXXXXXXX……









擬似ランダム信号系列：

00000011……
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：排他的論理和の演算素子
別記2　インターリーブ
インターリーブはバイト単位で周期12の畳込み方式とし、リードソロモン符号を付加したTSパケットにおいて、同期バイトの位置を0番としたとき、n番目の位置にあるバイトの遅延量Dは次式により与えられる。
D＝12×17×Ⅰ(Ⅰはnを12で除したときの剰余で0から11までの整数)
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